
網 走 → 弟 子 屈

短 食  2/1

 北海道入 りして早 くも5日 目。空は晴れて気持の良い天気だが,涼 しいのを通 り越 して

幾分肌寒 さを感じる。さすがは北海道だ と1人 で感心 した りした.ガ イ ドさんにたずねて

みると,今 年は例年より気温が低いとの事,旅 行 もこれ程涼 しいと楽 だと思った。

 6時50分 に起床 して,広 間で朝食を取り1我 先Lrf4とパスに乗り込んで ・8時30分 には

網走湖荘の人 々に別れを告げ,美 幌皓 こ向った。バスの旅 も今 日で4日 目。メンバ ーも変

らず,ガ イ ドさんとも顔馴染みになって,皆 和気合 。々,歌を歌ったり,お しやべりをした

り,疲 れ も見せず,ガ イ ドさんの案内の声に合わせて顔を右に向けたり左に向けた り,女
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満別を通っていよいよ美幌峠に到着。遠くか ら見るとまるで芝生の繰に見えたのは熊笹だ

った。皆,一 一目散に頂上まで走って行った。風がかなり激 しく美幌峠に立って,眼 下に霧

が流れてその晴れ間に 見える美 しい属斜路湖を眺 めなが らs北 海道に来て湖というものが

それぞれ違った感 じを与えると言う事を痛感 した。青 い湖に白い雲が映つて漂い,緑 の木

木に包まれた島を真 申に置 く屈斜路湖 は,何 とも言えぬ印象を与えた。

 美幌峠を下ってs 斜路湖 の南岸に突き出た和琴半島で休憩 し,砂 腸を通 りs川 湯でバ

スを降 りた。砂浜に手を突込んで砂を ぐいぐい堀つて行 くと,手 がっけられない程熱 いお

湯が出て来た。温度は60℃ 位 との劇 その砂 浜に ズラリと並んで,て んでに手を突込ん

では砂を堀った。手にぬ くもりを感じながらバスに もどり,北 海道と言えば頭に浮かぶ,

白樺林 とエゾマツの群落f'は さまれた道を進んで,も うもうと噴煙を上げ る硫黄山で止 ま

った。金属類はバスの中に置き,手 やハンカチで鼻 を覆ってバスを降 りた 。目の前に硫黄

が岩の間から墳 き出 して,白 煙を上げている様に思わず立止まった。風と共fT熱 気が来る

程で,真 遁 こ寄っては見られない程の熱だつた。鼻先辺に硫黄のムツとす る様な臭を嗅 ぎ,

バ スに戻った。

 次が滅多に見る事が出来ないという摩周湖 。 第三展望台で 用心Q為 ・先に ガイ ドさん

が偵察に行き,ニ コニコと帰って来たので ワッと飛び出して一心に掴 ナ上がった。

 すっかり霧の晴れた摩周湖を一目見て,あ まりにも神秘的で異様な感 じがするのに思わ

ずぶるぶる と身振いしてしまった。世界第一と言われる透明度を有する湖面は,じ っ と見

て いると吸い込 まれそ うで恐ろしかった。しばらぐ見ているうちに霧がかかって何 も見え

な ぐなったのには驚 いた 。第._...展望台で再び下車 し,ゆ っ くりと摩周湖を見た。波一っ 立

たぬ湖面にポツンと小 さな島があり,そ れが又 ゼー段 と憂いを秘めて ・見る者f'寂 々とし

た孤独感を与えた。摩周湖を十分4'見 る事が出来たため,皆 満足 し興奮した顔を上気させ,

今 見た湖水の色や周囲の木kが 映ってs暗 い影 となった湖を頭 こ浮かべなが ら,今 夜の宿

である弟子屈温泉 の白雲荘へと向った。
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